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電動発電機（MG）式直流アーク溶接用電源装置である。本機は1926年頃に国産初
のMG式直流アーク溶接電源として開発された装置の一種であり、現存が確認され
る最古級の国産アーク溶接電源である。定格出力電流200A、定格電圧25Vの垂下特
性、荷重を支える丈夫な台車の上に発電機と電動機が搭載され、その上に制御部
がある。金属を接合する溶接は工業製品にとって欠くことのできない技術であ
り、アーク溶接技術の歩みを示すものとして重要である。
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